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１. はじめに 

 最近，鋼とコンクリートとを合成・一体化した構造物が，その利点から種々の分野で利用されてきている．

これらの合成構造は，建設費の縮減や耐久性向上などの観点から着目されており，それらの合成構造の一つ

として合成床版があげられる．鋼橋においては，合理化・省力化や耐久性の観点から少主桁橋等の合理化橋

梁の建設が進められている．この種の橋梁床版には耐久性のある長支間床版の適用が不可欠であり，最近の

研究 1)により合成床版がこれらの要求を満たす床版として注目されている．著者らはこれらの要求を満たす

床版としてトラス型ジベル合成床版（図 1参照）を開発し，ジベルの押し抜きせん断実験をはじめ，各種の

静的実験および輪荷重走行実験 2),3)を実施した．ここ数年は合成床版の採用が増加してきており，広幅員の

橋梁計画の中でさらに床版支間の長大化（8m～10m 級）を図った合成床版が計画されつつある．これらに対

応するとともに構造の合理化を図るためには， 

部材断面の大型化を図る必要があり，一連の 

機能検証実験を実施することとした．この内， 

本報では，大型化したトラス型ジベルを用い 

た合成床版の配力筋方向正曲げ実験を実施し， 

鋼板パネルの継ぎ手に高力ボルト継ぎ手を用 

いた場合の耐荷力および変形性状を検証した． 

 本文では，実験概要，実験結果および考察 

を報告する． 

２. 実験の概要 

（１）供試体および載荷方法 

 配力筋方向の正曲げ実験供試体に用いた大型化し 

たトラス型ジベルの形状・寸法は，別途実施した押 

し抜きせん断実験結果 4）を用いて表１の形状を採用 

した．なお，材質は SS400 材を用いた． 

 コンクリートはσｃｋが 30N/mm
2の早強ポルトラン 

ドセメントを用いた．コンクリートの種別および配 

合を表 2，3 に示す． 

 配力筋方向の正曲げ実験では，以下の 2点に着目 

した． 

・耐荷力および変形性状が良好であり，底鋼板の作 

用力を高力ボルト継ぎ手にて伝達できること． 

・継ぎ手部に過大なずれが発生しないこと． 

床版厚は支間 6.4m を想定し 270mm とし，トラス 

型ジベルの配置は 375mm 間隔とした．供試体の形状・ 

寸法を図 2に示す．高力ボルトの配置は，添接部片側 1列配置とし，図 2に示すとおり，125mm ピッチとした．

なお，載荷方法は，供試体中央に線荷重として載荷した． 

（２）実験結果および考察 

 配力筋方向の正曲げ実験での荷重と変位との関係，荷重と添接部ずれとの関係を図 3，4 に示す． 
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図 1 トラス型ジベル合成床版 

  トラス型ジベル構成材 使用材 

 上弦材 FB-50×22 

 斜材 FB-75× 9 

 溶接長 90 

 

ジベル 

溶接 溶接サイズ(mm) 6 

 

表 1 使用したトラス型ジベルの諸元 

圧縮強

度σ28 
(N/mm2) 

粗骨材 

最大寸法 

(ｍｍ) 

スランプ 

(ｍｍ) 

空気量 

(％) 
セメントの種類 

30 20 80±25 
4.5±

1.5 

早強ポルトランド

セメント 

単位セメント

量(kg/m3) 

単位水量 

(kg/m3) 

単位細骨材

料(kg/m3) 

単位粗骨材

料(kg/m3) 

混和剤の 

種類 

265  165  794  1058  AE 減水剤 

 

表 2 コンクリートの種別 

表 3 コンクリートの配合 
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 図 3 では，すべり荷重（実験値），すべり荷重（計算値：道示式 5）×1.7），すべり許容荷重（道示式）およ

び設計荷重（支間 6.4m の配力筋方向曲げモーメント発生荷重）と実験値との比較を示す．図 4では，同様に，

荷重と添接部のずれとの関係を示す．なお，各荷重は，供試体の自重による影響を考慮して算出した． 

１）荷重と変位との関係：供試体の荷重と変位との関係は，高力ボルトのすべりに至るまで，図中に示した床

版厚 270mm の RC 断面として算出した梁理論撓みに良く一致することがわかった． 

２）継手部の耐荷力：すべり荷重（実験値）は 200.2kN であり，すべり荷重（計算値）の 110.6kN に比べ約

1.8 倍の耐力があることがわかった．これは，実構造の添接部が設計上の添接部摩擦係数 0.4 を上回って

いるためと考えられる． 

３）添接部ずれ：添接部のずれに関しては，すべり荷重（計算値）までほぼ弾性的に増加し，すべり荷重（実

験値）まで過大なずれは発生しないことがわかった． 

３．まとめ 

 大型化したトラス型ジベル合成床版の配力筋方向の正曲げ実験を実施し，以下の結論を得た． 

１）鋼板パネルの継ぎ手に高力ボルト継ぎ手を採用した場合，道示 5）の高力ボルト継ぎ手計算にしたがって

設計を行ってよい． 
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図 2 配力筋方向正曲げ供試体の形状，寸法 
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図 3 正曲げ実験での荷重と変位との関係 図 4 正曲げ実験での荷重と添接部ずれとの関係 
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